大学共同利用機関法人人間文化研究機構　総合地球環境学研究所報 by unknown
17大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」 第71号  2018年3月
今号の特集





























連載  表紙は語る ……… 嶋田奈穂子
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 島の半径10km隠岐の島町　面積 242 km２
環境
特集1
記事作成●嶋田奈穂子（センター研究推進員） ＋ 三村 豊（センター研究推進員） ＋
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＊1　van Inwagen, Peter  Metaphysics, 4th Edition,  Westview Press, 2014 ほか
＊2 　Bai, Xuemei, van der Leeuw, Sander, O’brien, Karen et al.“Plausible and desirable futures in 
the Anthropocene: A new research agenda,” Global Environmental Change, 39, 2016
＊3　カルロ・ギンズブルグ（竹山博英 訳）『神話・寓意・徴候』（せりか書房、1988）





兆候　 Clues, traces, symptoms
解読すべき全体 
Whole










































































































































































































































































＊2　コンラート・ローレンツ著、日髙敏隆・久保和彦訳『攻撃 ―― 悪の自然誌』 （みすず書房、1985年）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【午後の部】 ワークショップ開催趣旨 （三俣  学）
①韓国と日本のコモンズ論の展開 ── そのルーツと現在
崔  賢 「共同資源の島・済州 ── 共同繁栄 -commonwealth」　
三俣  学  「コモンズ研究の軌跡と展望」
②歴史的な視点から韓日両国のコモンズを捉える




【午前の部】 地域と環境の再生 ── 開発至上主義・グローバリゼーション
を支える国家への対応・抵抗
洪  性泰  「コモンズと生態的転換 ──開発主義と危険社会を越えて」
大野智彦 「ダム開発と地域  ──ダム撤去を契機とした流域社会の再生」
田村典江 「コモンズとしての食  ──農の復権と再構築への道」
【午後の部】 コモンズを創る ──制度的検討から運動論まで
鄭　　　 「済州の町づくりと commoning」
高村学人 「日本の都市コモンズの再文脈化 ── Commoningからの示唆」
嶋田大作 「草原におけるコモンズの過少利用問題と重層的資源管理」








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































●   共同利用・共同研究の状況の可視化
●   成果の特性の分析






●  評価に割けるマンパワーが限られてい 





●   指標の活用の目的が不明確である。
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表 紙 は 語 る
●表紙の写真は、「2016年 地球研写真コンテスト」の応募写真です。
撮影：2012年2月
隠岐
隠岐のカミさまが見る風景
嶋田奈穂子
（センター研究推進員）
　2012年2月、シンポジウムで話をするとい
う恩師に連れられて行った隠岐は、大雪だっ
た。後醍醐天皇が流された地ということは
知っていたけれど、吹雪のせいでそれはとて
つもなく寂しいところに思われた。
　シンポジウムの翌日は隠岐諸島の見学だっ
た。古代から国を形成していたこの島じまに
は、いたるところに名所旧跡がある。カメラ
を持って飛び回りたいけれど、雪で歩きづら
く、とにかく寒くて、どうしてこんなところに
連れてきたのかと先生にぼやいたりもした。
　それでも昼すぎにはよく晴れて、雪がみる
みる解けていった。澄んだ青空が拡がったと
きには気分もすっかり晴れて、海岸の散歩を
楽しんだ。ふと見ると、海にむかって大きな
鳥居が立っていた。だれが声をかけるでもな
く、自然と鳥居をくぐった。長い参道には、木
漏れ日がさすところだけ雪が解けている。本
殿の前で鈴を鳴らしたとき、これが私の初詣
だということに気づいた。一年分の願い事を
していたからか、合わせていた手をもどして
周りを見ると、もうだれもいなかった。背後
をふりかえると、先生はとっくに参道の入口
までもどっていた。それに気づくと同時に、
息がとまった。日差しでキラキラと光る参道
が、鳥居のむこうに見える、すきとおるような
青い海と空につながっていた。きれいだった。
　なぜ、神社がそこにあるのか。それはむず
かしいことではないのかもしれない。そこに
暮らす人びとがだいじにしている場所を見守
るカミさまには、そこがもっとも美しく見え
る場所にいてほしかったのだ。
　聖地研究者としてのこの大発見を早く先生
に報告しなければと、ぬかるんだ美しい参道
を私は急いでもどった。
